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エ
リ
ス
マ
ン
邸
　
　
　

　
横
浜
の
元
町
か
ら
谷
戸

坂
を
上
が
る
と
港
が
見
え

る
丘
公
園
。
そ
の
向
い
の

丘
の
上
の
道
を
西
に
進
む

と
、
外
人
墓
地
が
あ
り
、

や
が
て
元
町
公
園
と
な
る
。

そ
こ
に
、
エ
リ
ス
マ
ン
邸

が
あ
る
。

　
ス
イ
ス
人
貿
易
商
エ
リ

ス
マ
ン
の
屋
敷
と
し
て

一
九
二
六
年(

大
正
十
五

年)

に
建
て
ら
れ
た
。
戦

災
を
免
れ
た
が
、
や
が
て

解
体
さ
れ
、
一
九
九
〇
年

に
、
こ
の
地
に
再
建
さ
れ

た
。
一
階
の
居
間
に
は
暖

炉
が
あ
り
、
家
具
が
並
べ

ら
れ
往
年
の
大
貿
易
商
の

生
活
が
偲
ば
れ
る
。
　

　
建
物
の
右
下
の
ア
ー
チ

は
地
下
ホ
ー
ル
の
窓
。
絵

画
展
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
こ
の
絵
の
右
は
谷
に

な
っ
て
い
る
。
開
港
当
時
、

そ
の
湧
き
水
を
居
留
民
や

船
に
供
給
す
る
「
水
屋
敷
」

が
あ
っ
た
。
今
は
、
そ
の

谷
戸
に
五
十
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
が
あ
り
、
弓
道
場

が
あ
る
。

山
手
西
洋
館
　
横
浜
　
元
町
公
園
　
　

平和憲法が危ない！！！

九
条
を
ど
う
す
る
の
？

　
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦

争
の
反
省
か
ら
、
憲
法
九

条
に
「
武
力
に
よ
る
威
嚇

又
は
武
力
の
行
使
は
、
国

際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段

と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ

を
放
棄
す
る
」
と
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
自
民
や
維
新

は
こ
の
憲
法
を
変
え
よ
う

と
云
う
。

　
尖
閣
諸
島
問
題
に
つ
い

て
、
石
原
な
ど
は
武
力
で

中
国
を
威
嚇
す
る
よ
う
な

こ
と
を
云
っ
て
い
る
。
も

し
、
そ
う
し
た
ら
、
中
国

の
民
衆
は
「
中
国
は
弱

か
っ
た
か
ら
日
本
に
や
ら

れ
た
。
も
っ
と
強
く
な
っ

て
奪
い
返
そ
う
」
と
思
う

だ
ろ
う
。

平
和
的
交
渉
こ
そ

　
大
切
な
の
は
領
有
権
の

正
当
性
の
主
張
だ
。「
中

国
の
古
文
書
に
尖
閣
諸
島

の
名
前
は
あ
っ
て
も
、
実

際
に
支
配
し
て
い
た
訳
で

は
無
い
。
一
九
〇
五
年
に

日
本
が
領
有
を
宣
言
し
、

八
〇
年
間
中
国
は
ク
レ
ー

ム
し
て
い
な
か
っ
た
。又
、

一
九
五
八
年
の
中
国
の
地

図
で
は
尖
閣
諸
島
は
中
国

の
国
境
の
外
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
様
な
主
張
を
中
国

民
衆
に
理
解
し
て
貰
っ
て

円
満
解
決
に
な
る
。
こ
れ

に
は
、
先
の
日
中
戦
争
で

中
国
民
衆
に
日
本
軍
が
か

け
た
迷
惑
を
謝
罪
す
る
事

も
必
要
だ
。

集
団
的
自
衛
権

　
更
に
、
自
民
や
維
新
、

小
沢
の
「
未
来
の
党
」
は

「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行

使･

容
認
を
主
張
。
そ
れ

は
同
盟
国
＝
ア
メ
リ
カ
が

攻
撃
さ
れ
た
ら
共
に
反

撃
。
ア
メ
リ
カ
が
戦
争
を

始
め
た
ら
日
本
は
自
動
的

に
ア
メ
リ
カ
側
に
つ
き
、

自
衛
隊
参
戦
＝
日
本
が
戦

争
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


